
細
り
晴
格
調

回国図回

クダー

ん太の

教えて
その⑰この方法・時間・費用で治療を始めるか

あなたが決めてください

お話/足立優歯科診療所 足立 優回国図回

で
ん
太

ド
ク
タ
ー
、
こ
の
シ
リ

ー
ズ
も
1
7
固
め
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ち
っ
と
も
治
療
が
始
ま
ら
な
い
ね
。

D
「

そ
う
だ
ね

(
笑
)
。
今
ま

で
は
、
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
た
ら

す
ぐ
に
始
ま
っ
た
の
了

で
ん
太

う
ん
、
行
っ
た
ら
す
ぐ

に
治
療
が
始
ま
っ
て
、
今
日
は
何

円
で
す
、
次
は
何
日
に
来
て
く
だ

さ
い
、
つ
て
言
わ
れ
て
、
せ
っ
せ

と
通
っ
た
よ
。

D
し

そ
の
治
療
が
ど
ん
な
内
容

で
、
全
部
で
い
く
ら
か
か
っ
て
、

い
つ
終
わ
る
の
か
全
然
わ
か
ら
な

か
っ
た
わ
け
だ
ね
。
ぼ
く
の
診
療

所
で
は
、
そ
う
い
う
細
か
い
治
療

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
、
す
べ
て
最
初

に
お
話
し
て
、
患
者
さ
ん
が
そ
の

計
画
で
治
療
を
進
め
て
も
良
い
と

判
断
し
た
ら
、
よ
う
や
く
治
療
を

始
め
て
い
る
ん
だ
よ
。

で
ん
太

で
も
専
門
的
な
こ
と
を

言
わ
れ
て
も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
よ
。

D
「

ぼ
く
の
診
療
所
で
は
、
わ

か
り
や
す
い
計
画
表
を
作
っ
て
、

患
者
さ
ん
に
見
せ
て
い
る
ん
だ
。

で
ん
太
が
希
望
す
る
一
生
自
分
の

歯
で
食
べ
て
い
く
た
め
の

「
予
防

管
理
中
心
型
の
治
療
」
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
口

の
中
に
合
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
治

療
計
画
を
た
て
る
。
す
る
と
で
き

あ
が
る
の
が
、
図
の
よ
う
な
3
つ

の
資
料
だ
。
ま
ず
図
①
は
、
治
療

内
容
を
書
い
た

「
予
防
治
療
計
画

書
」
。
使
い
や
す
く
、
見
た
目
も

良
く
、
掃
除
も
し
や
す
い
お
口
の

中
に
す
る
た
め
に
、
ど
ん
な
治
療

を
す
れ
ば
良
い
の
か
が
書
い
て
あ

る
。
図
②
は
治
療
に
ど
の
く
ら
い

時
間
が
か
か
る
か
を
書
い
た
も
の
。

こ
の
計
画
表
と
、
患
者
さ
ん
の
都

合
に
合
わ
せ
て
診
療
所
に
来
て
も

ら
う
。
そ
し
て
図
③
は
、
ど
の
く

ら
い
費
用
が
か
か
る
か
を
書
い
て

い
る
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
見

せ
て
、
患
者
さ
ん
が
納
得
し

「
こ

れ
で
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う
返

答
が
あ
っ
た
ら
、
初
め
て
治
療
が

始
ま
る
わ
け
だ
。

で
ん
太

な
る
ほ
ど
。
ド
ク
タ
ー

に
ま
か
せ
て
治
療
を
始
め
る
か
ど

う
か
は
、
ぼ
く
た
ち
が
決
め
て
良

い
ん
だ
ね
。

D
「

そ
う
、
患
者
さ
ん
が
自
己

決
定
を
す
る
。
こ
の
こ
と
を

「
イ

ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
」

と

い
う
。
前
に
も
お
話
し
た
よ
ね
。

こ
の
こ
と
は
、
医
療
者
が
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

「
患
者
の
権
利

を
守
る
」

と
い
う
こ
と
の
ひ
と
つ

な
ん
だ
よ
。
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ドクターの診療所で作っている3種類の計画表

β
関
∪
8
-

請
爪
困
U
㊨
〇

月
出
U
◎
音

の
八
日
〔
U
㊨

<
州
バ
リ
⑯
甲

∩
)
㊥
・

ヘ
八
月
U
⑯

i
。

八
月
n
斎
砂
上

丸
山
白
黒
受
口
=

㈱
嵐
⑧
①
=

輸
嵐
⑪
○
○

i
①
⑲
鯵
時

〕
⑤
爵

ぅ
0
⑬
0
Ⅷ
V

-
⑨
へ
u
‖
V

し
-
㊥
∩
〕
‖
Ⅵ

-
㊧
n
∀
“

.
㊧
∩
‥
日
当
V

⑨
∩
‥
調
川
〃

⑨
n
岬
〃
V

i
O
㊤
n
肋
間
U

〔
′

可
①
⑪
田
砂

国
椅

臆
足
立

優

(
あ
だ
ち

ま
き
る
)

1

9
6
0
年
生
ま
れ
。
大
阪
歯
科
大
学
卒
。

1
9
8
8
年
米
国
留
学
後
、
神
戸
市
東

灘
区
に
足
立

優
歯
科
診
療
所
開
設
。

行
動
医
学
の
概
念
を
基
盤
と
し
た
自
己

決
定
に
基
づ
く
予
防
管
理
中
心
型
の
歯

科
医
療
を
展
開
す
る
。
ま
た
、
こ
の
概

念
に
も
と
づ
く
医
療
シ
ス
テ
ム
の
普
及

の
た
め
に

「
N
P
O
法
人
・
明
日
の
歯

科
医
療
を
創
る
会

P
O
S
」
を
設
立

し
、
社
会
に
対
し
て
歯
科
医
療
情
報
の

公
開
と
、
よ
り
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
患
者
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

●
明
日
の
歯
科
医
療
を
創
る
会

ホ
̃
ム
ペ
ー
ジ

三
言
‥
「
柄
ミ
ミ
.
a
S
u
⊃
O
S
≡
k
a
.
8
∃

蜜
0
7
8
-
4
3
5
-
4
6
1
8

75

よ
.
」

了
・
.

士
塵
ふ

二
項
も

ろ
を
会

す
川
「
、

i
-
り
.
i

鮨
銅

盤
帥

純融鷲畿轡灘皇・エ:轟 欝轟

豊
艶畿畿率騨‥籍ロ・田房鰻重を寄

●概観護か l耶.(…

一恥慣 欝続柄鵠祭中朝で√ ’小′音“’ノ
:諌言詰る 仕丁--し、.剛

・鵬等露盤灘淳一鵠潰し・′ 剛。

鉦常緑講義・りl声 音∴′ソ

その曜1∴∴∴雷i/†トニ/ ′/

定立 僅歯科診寝所

神戸市東灘区岡本1 ・ 3 ・33

TELO78.4「1 ・0024 FAXO78・411 ・0056

maiI,adachi@kba,a忙ne,jp

http:〃ado, Pr-business,net

※これからは患者の権利を守る予防歯科医療が
主流となります。情報をお知りになりたい方は、
D「,足立までお問い合わせ下さい。
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ー
t
立
小
「
判
事
重
り

ぴっといん

自
然
の
食
彩
と
お
酒

「
盛
段
」

三
宮
本
通
わ
き
の
筋
を
南
へ
。

階
段
を
上
が
る
と
、
木
製
の
カ
ウ

ン
タ
ー
、
テ
ー
ブ
ル
が
シ
ッ
ク
な

お
食
事
処

「
盛
段
」
。
店
を
出
す

前
か
ら
食
べ
歩
き
が
好
き
だ
っ
た

と
い
う
ご
主
人
・
春
名
勉
さ
ん
と

奥
さ
ん
の
2
人
が
店
を
切
り
盛
り

し
て
い
る
。

ご
主
人
の
こ
だ
わ
り
は

「
食
材

か
ら
だ
し
に
至
る
ま
で
、
す
べ
て

自
然
の
も
の
を
使
う
こ
と
」
。
化

学
調
味
料
や
だ
し
の
素
な
ど
も
一

切
使
わ
ず
、
か
つ
お
、
昆
布
、
し

い
た
け
、
鶏
が
ら
な
ど
を
使
い
、

冬
場
は
奥
深
い
味
の
お
で
ん
、
お

で
ん
が
終
了
す
る
5
月
以
降
は
、

天
ぷ
ら
や
豆
腐
料
理
。
豆
腐
は
本

に
が
り
を
使
い
、
冷
や
っ
こ
、
豆

腐
サ
ラ
ダ
、
梅
ダ
レ
と
梅
シ
ソ
で

さ
っ
ぱ
り
食
べ
る
梅
や
っ
こ
な
ど

ご主人・春名勉さん

おでん盛り合わせ

76

焼
酎

(
4
0
0
円
̃
)
、
日
本
酒

な
ど
。
料
理
に
合
う
お
す
す
め
を

聞
い
て
み
る
の
も
い
い
か
も
。

が
お
す
す
め
。

明
石
タ
コ
や
本
マ

′
包
号
∴

q
 
f

与
一

戸
し
仁
も
リ

カ
フ
ェ
&
バ
ー
「
ス
カ
ー
ラ
」

1
7
年
前
か
ら
こ
の
場
所
で
ブ
テ

ィ
ッ
ク
を
し
て
い
た
マ
ス
タ
ー
が
、

手
作
り
の
カ
フ
ェ
バ
ー
を
オ
ー
プ

ン
し
て
4
年
。
こ
の
マ
ス
タ
ー
は

2
階
の

「
盛
段
」

の
ご
主
人
の
弟

さ
ん
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
や
イ
ス
、

テ
ー
ブ
ル
、
食
器
棚
は
す
べ
て
マ

ス
タ
1
の
手
作
り
!
壁
の
絵
画
や

調
度
品
が
お
し
ゃ
れ
で
、
手
作
り

音盤段

丁巨」O78-322-01 75

神戸市中央区三宮町2-8-6-2F

昼の部11:30-14:30

夜の部18:00-22:00

日曜定休

ラ
ン
チ

(
7
0
0
円
)

も
大
人
気

だ
。
ラ
ン
チ
は
1
 
4
時
半
ま
で
。
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グ
ロ
な
ど
新
鮮
な
魚
介
メ
ニ
ユ
1

も
最
高
。
テ
ー
ブ
ル
の
し
ょ
う
ゆ

は

「
生
醤
油
」
。
こ
れ
は
新
鮮
な

魚
の
持
ち
味
を
引
き
出
す
た
め
だ

と
か
。

お
酒
は
麦
、
芋
、
黒
糖
な
ど
の

感
あ
ふ
れ
る
店
内
は
親
し
み
や
す

く
て
ま
た
来
た
く
な
る
。

ブ
レ
ン
ド
コ
ー
ヒ
ー
(
5
0
0

円
)
、
日
替
り
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
と
自
家
製
ケ
ー
キ
か
ら
選
ぶ
ケ

ー
キ
セ
ッ
ト

(
8
0
0
円
)

な
ど

の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
の
他
、
パ
ス

タ
や
カ
レ
1
が
本
格
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

南
国
ス
パ
イ
ス
の
香
り
が
女
性
に

人
気
の
マ
レ
ー
シ
ア
カ
レ
ー
、
バ

ジ
リ
コ
ミ
ー
ト
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、
和

風
き
の
こ
ガ
ー
リ
ッ
ク
ス
パ
ゲ
テ

ィ

(
各
7
0
0
円
)
。
ボ
リ
ュ
ー

ム
た
っ
ぷ
り
の
日
替
り
サ
ー
ビ
ス

臆Cafe Scala

丁巨」O78-322-2993 神戸市中央区三宮町2-8-6

11:30-21:00 無休(ランチ11:30-14:30)

77

クリスタルカラーのこんペいとうを好きなだけつめて

コ
ン
プ
エ
イ
ト
フ
ェ
ス
タ

☆
北
野

′
∴
\

北
野
に
で
き
た
コ

ン
ペ
イ
ト
ウ
専
門
店
。

見
て
る
だ
け
で
か

わ
い
い
1
・
色
と
り
ど

り
の
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ

は
、
ピ
ー
チ
・
ス
ト

ロ
ベ
リ
ー
・
レ
モ
ン
・
パ
イ
ン
・

ソ
ー
ダ
・
オ
レ
ン
ジ
・
メ
ロ
ン
・

ぶ
ど
う
と
、
味
も
豊
富
に
。
梅
・

し
ょ
う
が
二
一
ッ
キ
な
ど
の
和
風

味
や
、
大
納
言
の
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ

な
ど
も
あ
る
。
量
り
売
り
は
1
0
g

5
0
円

(
4
0
g
̃
)
。
コ
ン
ペ
イ
ト

ウ
入
り
ハ
ー
ト
型
ク
ッ
キ
ー
、
星

型
キ
ャ
ン
デ
ィ

(
各
2
5
0
円
)

や
、
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
型
の
と
ん
ぼ

玉
で
で
き
た
キ
ュ
ー
ト
な
ど
ア
ス

な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ク
セ
サ
リ

ー
、
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
に
ち
な
ん
だ

ド
イ
ツ
の
お
も
ち
ゃ
や
ポ
ス
ト
カ

ー
ド
な
ど
の
雑
貨
も
楽
し
い
の
で

い
ち
ど
の
ぞ
い
て
み
て
。
「
願
い

が
か
な
う
コ
ン
ペ
イ
ト
ウ
の
お
店
」

は
本
当
か
も
!

喜CONFEITO FESTA

丁E」O78-261 -2799

神戸市中央区山本通2-1 4-26

10:00′-18:00

(北野坂サーティーワンアイスグノームを西へ)
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イベントスケジュール
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ジャズバー、ブラスバンド、

のど自慢、ダンス、こども

パフォーマンス「新開地こ

どもマツケンサンバ隊」と、

新開地ならではのごちゃま

ぜ的イベント。 5 7へ8は

「新開地音楽祭」。 7口には木

村充輝、 8日には古谷充・

YOSHIKAのジャズコラボ

レーションステージが。同

じ日にKAVCホールで第6

圃「神戸ジャズヴォーカル

クイーンコンテスト」開催。

期間中KAVCでは「JAZZ

BARSTYしE」と顕し、こだ

わりの選曲と熱いウンチタ

をご紹介。

日脚空詩語語呂‾ト曹
●

▲ i 仁、〆 i

新開地ミュージックストリート2005

神戸アートビレッジセンター(KAVC)と

その周辺の野外

4/29 (祝全) -5/8 (日)

10:00へ「9:00

入場無料(ジャズヴォーカルクイーンコンテスト

のみ当日券3000円)

喜間魯078-51 2-5500 (KAVC)

雪は078-322-6495

(神戸市生活文化観光局〉

http ://www.sh in kaich i.or.j p/

精巧なからく りおもちゃ

やドイツのおもちゃなどを

集め、大人も子どもも楽し

める有馬玩具博物館。今回

の企画展ではポルシェ356ス

パイダー、メルセデスベン

ツ300Sし、プガッデイなど、

歴代の名車をミニカーと実

車の写真で振り返る。 1005年、

有馬で日本初のバス会社・

有馬自働車が設立されてか

ら100周年を記念し、博物館

では通常一般料金の50%

OFFキャンペーンを今年1

年開催している。車好きの

お父さんも子どもさんを連

れてどうぞ。

有馬自働車100周年記念

ミニカーで振り返る「名車100還」

有馬玩具博物館(神鉄有馬温泉駅下車)

4/20(水)-7/11 (月)

9:30-18:00 第2・3火曜休館

入館一般50〇円(通常1〇〇〇円)小人500円

○間密書078-903-6971

(有馬玩具博物館〉

http :/Iwww. ari m a-tOyS.jp

国連発足50周年にあたる

1995年に「ファッション」

を通じて文化的多様性を認

め合い、地球苗民としての

意識を拡げたいというビジ

ョンから誕生したプロジェ

クト・デザイン21。国際デ

ザインコンペティションと

して、世界中の若いクリエ

イターたちが参加してきた。

文化や国境を越え、若い才

能がつむぎ出した作品の中

から、これまでのコンペ入

賞作品を一堂に展示。独白

の文化、歴史から生れた「フ

ァッション」作品は、果た

して共通言語として拡がっ

てきたのだろうか。

デザイン21ファッションの未来

神戸ファッション美術館

(JR住吉駅より六甲ライナー)

第1期 開催中へ5/10(火)

第2期 5/21 (土)へ7/5(火)

10:00へ18:00 水曜休館

一般500円 小中高シニア250円

漢聞く臼O78-858-0050

(神戸ファッション美術館)

http :lIwww.fashi on museu m.o 「.jp

戦前の関西を中心に活躍し

た写真家・安井伸治(1903-

1942)。当初は絵画を範とす

る絵画主義的な写真を制作し

ていたが、のちにドイツ新興

写真やフランスのシュルレア

リズムといった海外の新傾向

に敏感に反応した作品を生み

出してきた。 38歳という若

さで没したが、日本が生んだ

最も偉大な写真家のひとりと

いわれている。写真という芸

術について安井は次のように

言っている。写真とは「要す

るに-I僕はこんな美しいもの

を見たよ.と報告すればいい

のである」と。

安井伸治〈蛾(ニ) 1934年個人蔵〉

兵庫県立美術館コレクション展

安井伸治
一僕はこんな美しいものを見た一

兵庫県立美術館(阪神岩屋駅下車)

開催中へ7/3 (日)

10:00へ18:00 月曜休館

一般500円 大高生40〇円 申小生200円

(結別展とのセット料金あり)

菓間蜜078-262」0901 (兵庫県立美術館)

http ;//WWW.artm. P「ef. hyogo.jp
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ライブ/ \ウススケジュール

511 (日)ロイヤル・フラッシュジャズ・バンド

2(月)新井雅代十トリオ

3(火)北湛桂子十トリオ

4(水)辛島寿美子十トリオ

5 (木)澤崎至とブルージン・ジャズ・オーケストラ

6(金)大越理加十卜i)オ

7(土)新井雅代十トリオ

8(日)鍋島直燕クワルデット&大越理加

9(月)河村恭子十トリオ

10(火)谷山和恵十トリオ

11 (水)大越理加十トリオ

12 (木)北浪Yoshika十トリオ

13(金)北荘桂子十トリオ

14(土)新井雅代十トリオ

15(日)宮野英子&トリオ

16(月)かねだたつこ十トリオ

17(火)キャンディー浅田十トリオ

18(水)新井雅代十トリオ

19(木)古谷充クワルテット

20(全)ペティ鞍宮十トリオ

21 (土)ジャネット十トi)オ

22(日)原田紀子&トリオ

23(月)ボンピ楠本十トリオ

24(火)山内尚美+トリオ

25 (水)岩宮美和ひさがたり+トリオ

26 (木)長谷川元伸クワルデット十新井雅代

27(金)新井雅代十トリオ

28(土)大越理加十トリオ

29 (日)モダンタイムス・ビングパンド

30(月)浅賀久志十トリオ

31 (火)溝口恵美子十トリオ

喜JAZZ LiVE & RES丁RAN丁 SONE

北野坂 078-221ゼ055 無休

http:〃kobe-SOne.COm

★ミュージックチャージ90〇円

★日曜日昼下が)のジャズライブ開催中

)ピアジュリアン

511 (日)西本淳&鈴木めぐみ(sax)

3(火)沼田陽-〈fi)星野則雄(ファゴット)

5(木)高橋賽子〈チェロ)山内尚子(p)

音治議‡諾磐洋子(p)

8(日)武村美穂子(fi)藤渓優子(p)

11 (水)宮崎万里(vn)植田海綿(p)

13(全)里居辛(∨∩)鈴木毒童子〈p)

15(日)林典子(p)

17(火)三木香奈(ヴィオラ)森玉美穂(p)

18(水)並木円(ソプラノ)藤江圭子(p)

19(木)西川奈江(∨∩)植田浩徳(p)

20(金)吉岡一郎〈sax)大西隆弘(p)

21 (土)中島悦子(ヴィオラ)田中靖子(p)

24 (火)老田裕子(ソプラノ)藤江圭子(p)

27(金)鈴木華要子(p)

28 (土)谷風佳孝(鍵盤ハーモニカ)

29(日)清水徹太郎(テノール)藤江圭子(p)

31 (火)本吉優子(vn)田中靖子(p)

萱クラシックライブハウス PIA Juiien

三宮駅北側近藤ビル9階

078・39十8081月曜定休

http:〃pia-julien.com

515 (木)三浦浦昌彦カルテット

6(全)辻佳孝トリオ

7(土)ゴスペル TheEarthBom

12(木)山本容子(vo)奈良原裕-(b)

中島幹雄(d「)

13(全)加留部洋美&ピアノトリオ

14 (土)鈴木久美子(sax)大石まいこ(p)

宗Iil信(b)

19(木)ひきばぎょうこ(vo)他

20(全)名倉学(p)&カルテット

21 (土)河本江閲子&ピアノトリオ

26 (木)セッションナイト(楽譜をご持参下さい)

27 (金) Yoshimi (vo)佐伯準- (p)大森重彦(b)

大森和宏(d「)

28(土)畑山紀美代(vo)名倉学(p)

岡本崇志(b)引田祐次(d「)

園KOBE JAZZCLUB H〇時s

三宮駅北徒歩7分、新神戸駅南徒歩7分

加納町 078-25十5147

http :〃www. ko b e- ho =ys.com

★明14日(土) 「こうべまつり」花時計線のJAZZ

ライブはホリーズが担当!

★15日(日)ジャズCiTYの各店で「春のJAZZウオ

ーク」を開催

チキンジョージ

5I「(日)

2(月)
THE HIGH LOWS

3 (火)永井敏己・米川英之・小森啓資の邁進ツアー

8(日) SoundSchedule

12(木) 」&B

14(土〉クラムボン

15(日)ジャバハiノネット

19(木)近藤房之助

21 (土)チキンDEディスコ?スペシャルDJ/

Jaxx-daiish works

22(日)奥田民生

25 (水)是方博邦Rock Un冊.杉山清貴

29 (日) ASiAN KUNG-FU GENERATiON

園丁HE LlVE HOUSE CHiCKEN GEORGE

生田神社西 078-392-7431

博p :/Iwww.chicke n-geO 「g e. ○○.jp

高屋宗兵衛

514 (水)六甲ロマンチカ・ビッグバンド

7(土) Fiowe「Bed 『うた・た・ね』

8(日)山田友和(Tp)瀬月慎悟(P)

張木浩司(B〉中田圭祐(Ds)

11 〈水) TommY(Tb)大野綾子〈P)

12 (木)倉澤修カルテット(JAZZ)

13 (金)伊沢明子、片岡明子、嶋田麻衣子、

平田典之、森万里子

14 (土)西江静香(Vo.)奥田貴子(Pf.)

15(日)マルカート・タテヤマユキ

クオレ・井波陽子 折笠誠(Ce=o)

安達聡(Wb)藤木信希(Cho)

21 (土)ジャングルーヴ

22(日)山本恵理(p)釜口雅致(B)

タケウチ郁夫(dr) from N.Y.

回田
Do-Ja

中村つよし

園ジャズ喫茶 cafe萬屋宗兵衛

元町一番街 078-332置1 963

http :〃www.sobe i. net/

★ノーチャージのライブはチップ制
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ポケットジャーナル

平
松
要
理
さ
ん

神
戸
大
使
に

平松要理

『
部
屋
と
Y
シ
ャ
ツ
と
私
』

な
ど
、
女
の
子
の
普
段
着
の

気
持
ち
を
歌
い
、
最
近
で
は

子
宮
内
膜
症
の
闘
病
生
活
を

綴
っ
た
本
を
出
版
す
る
な
ど
、

女
性
を
中
心
に
支
持
さ
れ
て

い
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
・
平
松
愛
理
さ
ん
が
、

神
戸
の
魅
力
を
国
内
外
に

P
R
す
る

「
神
戸
大
使
」

に

加
わ
っ
た
。

神
戸
市
出
身
の
平
松
さ
ん
は
、

阪
神
・
淡
路
大
謡
災
の
年
か

ら
被
災
者
の
支
援
ラ
イ
ブ
を

毎
年
続
け
て
い
る
。
神
戸
へ

の
応
援
ソ
ン
グ
な
ど
も
発
表

し
て
い
る
。
4
月
2
1
日
に
タ

イ
ム
ズ
メ
リ
ケ
ン

(
神
戸
海

洋
博
物
館
)

で
の
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
平
松
さ

ん
は
、
矢
田
市
長
か
ら
委
嘱

状
を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
の

神
戸
大
使
と
し
て
の
活
躍
が

楽
し
み
。

「
神
戸
大
使
」

は
、
神
戸
ゆ

か
り
の
著
名
人
に
委
嘱
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
、
女
優
・
真
野
響

子
さ
ん
、
建
築
家
・
安
藤
忠

雄
さ
ん
、
オ
リ
ッ
ク
ス
パ
フ

ァ
ロ
ー
ズ
監
督
・
仰
木
彬
さ
ん
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
ニ
エ
ス
・

べ
ー
さ
ん
な
ど
が
委
嘱
状
を

受
け
て
い
る
。

須
磨
海
浜
水
族
園

「
ト
リ
ッ
ク
美
術
館
」
け

須
磨
海
浜
水
族
園
で
は
、

特
別
展

「
本
物
!
贋
作
1
ト

リ
ッ
ク
美
術
館
へ
よ
う
こ
そ
!
」

を
開
催
中
。
自
然
界
の
生
き

も
の
の
中
に
は
、
生
存
競
争

に
生
き
残
る
た
め
、
背
景
に

溶
け
込
ん
で
姿
を
隠
し
た
り
、

木
の
葉
や
別
の
生
き
物
そ
っ

く
り
に
進
化
し
た
り
す
る
「
擬

態
」

と
い
う
技
を
身
に
つ
け

た
生
き
も
の
た
ち
が
い
る
。

今
回
の
展
示
生
物
は
、
枯
葉

そ
っ
く
り
の

「
リ
ー
フ
フ
ィ

ッ
シ
ュ
」
、
枯
れ
木
に
見
せ
る

「
リ
ー
フ
キ
ャ
ッ
ト
」
、
毒
の

あ
る
生
き
も
の
そ
っ
く
り
に

似
せ
た

「
ノ
コ
ギ
リ
ハ
ギ
」

な
ど
。
海
の
生
き
も
の
た
ち

が
見
せ
る

「
ト
リ
ッ
ク
」

に

驚
き
!
6
月
2
8
日

(
火
)

ま
で
開
催
中
。

音
須
磨
海
浜
水
族
園

神
戸
市
須
磨
区
若
宮
町
1
i
3
・
5

蜜
0
7
8
・
7
3
1
・
7
3
0
1

開
館

9
暗
̃
1
 
7
時

休
日

水
曜
日

(
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
は
2
〇
時

ま
で
開
館
・
水
曜
も
開
館
)

入
場
料

一
般
(
1
 
8
歳
以
上
)
1
3
0
〇
円

中
人
(
1
 
5
̃
1
 
7
歳
)

8
0
0
円

1
0
0
0
人
の
チ
ェ
ロ
・

コ
ン
サ
!
卜
ほ
か

チ
ェ
ロ
の
夕
べ
神
戸
で

震
災
後
の
神
戸
に
人
を
集

め
よ
っ
と
企
画
さ
れ
た
「
1
0
0
0

人
の
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
」
、

今
年
は
第
3
回
に
あ
た
り
、

5
月
2
2
日

(
日
)

に
ワ
ー
ル

M・ロストロポーヴィチ

有毒性のフグに似せたノコギリハギ

ド
記
念
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

指
揮
者
に
は
、
世
界
屈
指
の

チ
ェ
リ
ス
ト
で
あ
る
M
・
ロ

ス
ト
ロ
ポ
ー
ヴ
ィ
チ
を
迎
え
、

子
供
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、
国

境
を
越
え
た
チ
ェ
リ
ス
ト

1
0
0
0
人
に
よ
る
感
動
の

コ
ン
サ
ー
ト
。
1
4
時
開
演
/

A
席
8
0
0
0
円
・
B
席

5
0
0
0
円

5
月
1
6
日

(
月
)

̃
2
2

c
A
し
し
た
』
R
Y

中
曽
根
環

ヨ
〇
・
k
u
・
∃
①
・
【
a
〇
三
展

5
/
1
 
0
(
火
)
̃
1
 
5
(
日
)

ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
野
坂

密
0
7
8
・
2
2
2
・
5
5
1
7

◆
木
目
の
表
情
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
展

3
5
×
3
5
帥
綿
布
に
ガ
ッ
シ
ュ

狩
野
裕
子

ジ
ャ
ズ
イ
ラ
ス
ト
展

5
/
1
 
2
(
木
)
̃
1
 
7
(
火
)

ギ
ャ
ラ
リ
エ
サ
ン
サ
カ
エ(

元
町
)

蜜
0
7
8
i
3
3
1
-
5
1
2
9

◆
ジ
ャ
ズ
の
魅
力
に
と
り
つ
か

れ
た
画
家
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
作

品
展

80

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



日

(
日
)

は
、
7
日
間
に
わ

た
る
大
チ
ェ
ロ
・
コ
ン
グ
レ

ス

「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

チ
ェ
ロ
・
コ
ン
グ
レ
ス

"
イ

ン
神
戸
2
0
0
5
」
。
世
界
の

錦
々
た
る
チ
ェ
リ
ス
ト
に
よ
る
、

豪
華
な
共
演
が
、
神
戸
国
際

会
議
場
、
ポ
ー
ト
ビ
ア
ホ
ー

ル
な
ど
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
。

スト1000人による迫力の演奏

音
-
C
C
事
務
局

神
戸
市
東
灘
区
岩
屋
南
町
2
・
2
2

密
0
7
8
i
8
0
5
i
2
0
0
1

音
楽
好
き

中
高
生
集
ま
れ
ー
・

「
神
戸
J
A
Z
Z

2
0
0
5
」

オ
ル
ケ
ス
タ
・
デ
・
ラ
・

ル
ス
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
カ
ル

ロ
ス
菅
野
が
つ
く
る
ラ
テ
ン
・

ジ
ャ
ズ
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

「
熱

帯
ジ
ャ
ズ
楽
団
」
。
今
年
1
0

月
に
神
戸
で
開
催
す
る
楽
団

コ
ン
サ
ー
ト
を
、
中
高
生
と

一
緒
に
創
り
あ
げ
て
い
こ
う

と

い

う
企
画

「
神
戸

J
A
Z
Z

2
0
0
5
」
。
パ

ワ
フ
ル
な
カ
ル
ロ
ス
菅
野
と
、

コ
ン
サ
ー
ト
に
関
わ
る
ス
タ

ッ
フ
を
講
師
に
、
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
と
し
て
、
あ
る
い
は

コ
ン
サ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
音
楽
を
楽
し
む
体
験
型
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
そ
し
て
コ

ン
サ
ー
ト
本
番
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
だ
。
5
月
8
日
を
皮

切
り
に

「
カ
ル
ロ
ス
菅
野
の

リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
、
「
バ
ッ
ク
ス

テ
ー
ジ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
9
月
ま
で
4
回
開
催
。

ジ
ャ
ズ
や
ラ
テ
ン
好
き
な

中
高
生
、
音
楽
に
関
わ
る
職

業
を
夢
見
る
中
高
生
は
ぜ
ひ

ご
参
加
を
。
参
加
人
数
に
余

裕
の
あ
る
場
合
の
み
一
般
か

ら
も
募
集
。

獲
運
営
事
務
局

密
0
7
8
i
3
0
3
i
5
6
0
0

(
ジ
ー
ベ
ッ
ク
内
)

コ
吾
ミ
…
享
.
×
①
b
①
o
.
8
i
j
p
\

k
O
b
且
a
N
N
N
8
肌
へ

カルロス菅野

神
戸
の
本
棚

龍
鐘
謂
ほ
か

伊
勢
田
史
郎汀

詩画工房

定価2500円

話
人
・
伊
勢
田
史
郎
に
よ

る
ド
ラ
マ
ポ
エ
ム
。

カ
バ
ー
装
画
は
、
詩
人
・

岩
崎
風
子
に
よ
る
墨
象
へ
縄
田
夢
。

『
荘
子
』

に

「
北
具
に
魚
あ
り
、

そ
の
名
を
縄
と
な
す
。
鯨
の

大
な
る
こ
と
、
そ
の
畿
千
里

な
る
を
知
ら
ず
」

と
あ
る
縄

墨
の
美
し
き
に
魅
惑
さ
れ
て

本
の
扉
を
開
け
る
。

収
め
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、

「
龍
の
寺
」

シ
リ
ー
ズ
の
シ
ン

プ
ル
な
情
景
詩
、
「
誰
か
に
呼

ば
れ
て
」

シ
リ
ー
ズ
の
森
や
、

み
ず
う
み
、
村
や
橋
は
、
ど

れ
も
神
戸
界
隈
の
情
景
と
、

今
は
亡
き
先
輩
、
友
人
た
ち

を
悼
む
ド
ラ
マ
詩
だ
。

そ
し
て

「
羅
刹
院
縁
起
」

シ
リ
ー
ズ
。
『
今
昔
物
語
集
』

の
出
典
に
よ
る
、
龍
神
の
恋
や
、

鏡
盗
話
、
千
鳥
が
瀧
の
水
の
精
、

地
震
で
消
え
た
羅
刹
鬼
の
島

な
ど
、
い
ず
れ
も
壮
絶
な
歴

史
ド
ラ
マ
詩
で
、
ギ
リ
シ
ャ

叙
事
詩
を
思
わ
せ
る
。

音
詩
画
工
房

密
0
7
2
・
7
3
4
i
O
4
3
4

虹
を
見
た
目
か
ら

絵
・
ひ
が
し
た
だ
ひ
ろ

文
・
ひ
が
し
の
ぶ
よ

歩
く
こ
と
も
困
難
な
病
気

で
あ
る
ト
モ
は
、
久
し
振
り

の
外
出
で
、
街
が
す
っ
か
り

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

び
っ
く
り
。
自
然
あ
ふ
れ
る

公
園
で
、
ト
モ
は
画
家
と
出

会
い
、
描
か
れ
た
自
画
像
は
、

な
に
も
の
に
も
と
ら
わ
れ
な

い
幼
い
頃
の
笑
顔
の
あ
る
自

分
だ
っ
た
。
他
人
の
目
ば
か

り
気
に
し
て
き
た
自
分
に
気

づ
き
、
ト
キ
の
心
は
ゆ
っ
く

り
解
き
放
た
れ
る
-
。

2
8
歳
で
慢
性
関
節
リ
ユ
ウ

マ
チ
を
患
い
、
医
者
か
ら
治

ら
な
い
と
宣
告
さ
れ
た
束
延

代
さ
ん

(
謹
呈
巾
在
住
)
が
「
病

の
人
に
も
大
き
な
気
づ
さ
が

訪
れ
る
こ
と
で
治
癒
に
向
か
う
」

と
い
う
未
知
の
イ
メ
ー
ジ
を

作
品
に
。
夫
の
忠
弘
さ
ん
が
、

ほ
ん
わ
か
と
あ
た
た
か
い
水

彩
画
を
手
掛
け
た
。

漢
文
芸
社

密
0
3
i
5
3
6
9
1
1
9
6
2

文芸社

本体1400円十税
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臆
震
災
エ
ッ
セ
イ
②

-
被
災
し
た
神
戸
だ
か
ら
伝
え
ら
れ
る
こ
と

よ
そ
者
の
カ
は
す
ご
い

大
谷

成
章
(
フ
リ
ー
ブ
イ
タ
←

勢
画
/
と
み
さ
わ
か
よ
の

84

三
日
も
住
め
ば

「
神
戸
っ
子
」
だ
と
、
大
き
な
顔
が

で
き
る
。
だ
け
ど
、
江
戸
っ
子
は
、
三
代
続
か
な
い
と

名
乗
れ
な
い
ら
し
い
。
京
娘
は
、
都
住
ま
い
三
百
年
の

ご
先
祖
が
い
な
い
と
、
本
物
の
京
娘
で
は
な
い
、
と
う

る
さ
く
言
う
人
が
い
る
。

に
し
む
ら
却
排
店
の
オ
ー
ナ
ー
川
瀬
喜
代
子
さ
ん
が

三
百
年
の
京
娘
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
聞
き
漏
ら
し
た

が
、
京
都
で
生
ま
れ
、
上
海
で
育
ち
、
ア
ジ
ア
・
太
平

洋
戦
争
で
日
本
が
負
け
た
あ
と
帰
国
し
て
、
神
戸
に
住

み
始
め
て
こ
と
し
で
六
十
三
年
。
立
派
な
神
戸
っ
子
だ
。

だ
が
、
川
瀬
さ
ん
の

「
自
分
に
と
っ
て
一
番
大
切
な

人
を
お
客
さ
ま
と
し
て
お
迎
え
す
る
と
き
の
気
持
ち
で

接
し
よ
う
」

と
い
う
信
念
は
、
神
戸
の
文
化
と
い
う
よ

り
、
京
都
の
も
て
な
し
の
文
化
を
感
じ
さ
せ
る
。

青
谷
博
光
社
長
は
、
若
い
こ
ろ
U
C
C
に
勤
め
て
い

て
、
営
業
活
動
で
足
し
げ
く
に
し
む
ら
捌
排
店
に
通
い
、

川
瀬
さ
ん
の
信
念
に
共
感
し
、
お
ま
け
に

(
と
言
わ
せ

て
も
ら
っ
て
ご
め
ん
な
さ
い
)

お
嬢
さ
ん
を
獲
得
し
た
。

但
馬
出
身
で
、
地
味
で
、
鈍
重
で
、
揺
る
が
な
い
。
そ

れ
が
、
に
し
む
ら
捌
排
店
の
魅
力
に
厚
み
を
加
え
て
い

る
、
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

大
震
災
で
に
し
む
ら
捌
排
店
も
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
私
が
東
京
に
い
る
友
人
た
ち
を
呼
び
集
め
て

「
大

震
災
見
学
会
」
を
開
い
た
と
き
、
か
れ
ら
は
帰
り
際
に

「
に
し
む
ら
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
た
い
」
と
言
っ
た
。
「
こ

ん
な
惨
状
の
中
で
に
し
む
ら
喫
茶
店
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
ね
」

と
心
配
し
て
い
た
の
だ
。

私
は

「
に
し
む
ら
」

の
名
前
が
、
東
京
の
中
年
の
お

っ
さ
ん
た
ち
に
も
知
ら
れ
て
い
た
の
に
び
っ
く
り
し
た
。

「
な
ん
で
知
っ
て
る
ん
」

と
問
う
と
、
「
神
戸
の
コ
ー

ヒ
ー
は
世
界
一
。
そ
れ
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
に
し

む
ら
捌
排
店
で
し
ょ
う
」

と
、
逆
に
教
え
ら
れ
た
。
ワ

シ
ン
ト
ン
、
パ
リ
、
北
京
で
仕
事
を
し
て
き
た
お
っ
さ

ん
た
ち
だ
。

そ
の
と
き
は
、
に
し
む
ら
捌
排
店
と
い
う
の
は
、
お

そ
ら
く
三
代
以
上
の
純
粋
神
戸
っ
子
が
生
み
出
し
た
ハ

イ
カ
ラ
文
化
だ
か
ら
、
と
う
れ
し
く
思
っ
た
が
、
青
谷

社
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、
オ
ー
ナ

ー
も
社
長
も
神
戸
生
ま
れ
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
半

分
驚
き
、
半
分
納
得
し
た
。

神
戸
文
化
は
、
雑
種
の
文
化
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
力

な
の
だ
と
。
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い
ま
の
三
宮
か
ら
元
町
あ
た
り
に
あ
っ
た
神
戸
村
、

二
つ
茶
屋
村
、
走
水
村
の
、
明
治
の
開
港
当
時
の
人
口

は
三
千
六
百
人
く
ら
い
だ
っ
た
。
平
清
盛
が
ま
ち
づ
く

り
に
力
を
入
れ
た
兵
庫
の
津
を
あ
わ
せ
て
も
、
神
戸
市

の
初
期
は
二
万
三
千
人
程
度
の
町
だ
っ
た
。
そ
れ
が
百

五
十
万
人
都
市
に
な
っ
た
の
は
、
岡
山
、
広
島
、
四
国
、

九
州
、
沖
縄
な
ど
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
と
南
西
諸
島
出
身

の
若
い
人
た
ち
を
吸
収
し
て
き
た
か
ら
だ
。

神
戸
っ
子
と
は
、
純
粋
性
の
証
で
は
な
く
、
雑
然
が

持
っ
て
い
る
混
沌
の
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
集
団
の
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雑
然
だ
か
ら
、
ハ
イ
カ
ラ
、
洗

練
、
思
い
や
り
、
協
働
に
、
一
致
し
て
向
か
お
う
と
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
ん
な
こ
と
を
、
も
う
ひ
と
つ
、
大
震
災
の
後
の
、

助
け
あ
い
の
市
民
活
動
を
担
っ
て
い
る
人
た
ち
の
顔
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
考
え
た
。

被
災
地
協
働
セ
ン
タ
ー
の
村
井
雅
清
さ
ん
は
北
区
の

住
人
。
阪
神
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
の
黒
田
裕

子
さ
ん
は
宝
塚
の
住
人
だ
っ
た
。
被
災
地
障
害
者
セ
ン

タ
ー
の
大
賀
重
太
郎
さ
ん
は
姫
路
に
住
ん
で
い
る
。
長

田
・
御
蔵
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
た
ち
は
東
京
な
ど
関

東
圏
か
ら
や
っ
て
き
て
い
る
。
(
失
礼
。
大
阪
圏
や
明

石
の
若
者
も
い
る
)
。

御
影
公
会
堂
に
陣
取
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
た
神
戸
元
気
村
の
山
田
和
尚
さ
ん
は

埼
玉
県
寄
居
町
か
ら
駆
け
つ
け
た
。
F
M
わ
い
わ
い

の
日
比
野
純
一
社
長
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
東

京
か
ら
ボ
ス
ニ
ア
に
取
材
に
行
く
途
中
、
鷹
取
に
途
中

下
車
し
て
居
つ
い
て
し
ま
っ
た
。

海
外
災
害
援
助
市
民
セ
ン
タ
ー
の
活
動

(
C
O
D
E
)

も
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
顧
問
で
華
僑

「にしむら瑚新店」 (1995年)
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総
会
名
誉
会
長
の
林
同
番
さ
ん
の

熱
意
に
、
み
ん
な
が
応
え
て
い
る

姿
が
見
え
る
。

神
戸
は
、
よ
そ
者
で
助
け
ら
れ

て
い
る
。

ハ
イ
カ
ラ
文
化
も
、
都
市
の
発

展
も
、
震
災
復
興
も
。

そ
ん
な
よ
そ
者
が
、
三
日
た
て

ば
神
戸
っ
子
に
な
る
。

音
大
合

成
章

(
お
あ
た
に
"
し
げ
あ
き
)

1
9
2
9

年
但
馬
生
ま
れ
。
元
神
戸
新
聞
話
者
。
震
災
当
時
は
月

刊
神
戸
っ
子
編
集
者
。
そ
の
後
、
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
1
0
年
」

(
共
著
、
岩
波
新
富
)

な
ど
o
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臆
連
載
・
神
戸
ス
ト
ー
リ
ー
/
第
五
回

「
五
線
賊
の
街
」
̃
神
戸
を
彩
っ
た
人
た
ち
̃

文
・
宮
田

達
夫

絵
・
中
西

省
伍

86

「
し
ば
ら
く
や
ね
え
田
宮
さ
ん
」

鉄
板
焼
き

「
大
西
」

の
親
父
さ
ん
は
鉄
板
の
前
か
ら

は
な
れ
ず
に
顔
だ
け
田
宮
の
ほ
う
に
向
け
た
。
両
手
は
た

く
み
に
野
菜
を
炒
め
て
い
る
。

「
神
戸
は
ご
無
沙
汰
、
外
国
に
行
っ
て
い
た
ん
で
」

「
田
宮
さ
ん
、
カ
ズ
知
っ
て
い
る
よ
ね
え
̃
」

そ
の
言
い
方

に
何
か
遠
慮
が
ち
を
感
じ
た
。

「
知
っ
て
い
る
よ
、
こ
の
店
を
教
え
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
」

「
彼
、
死
ん
だ
ん
よ
」

「
え
っ
̃
」

田
宮
は
思
わ
ず
絶
句
し
た
。

「
ガ
ン
で
血
は
い
て
手
術
し
よ
う
と
し
た
け
ど
、
ど
う
し

よ
う
も
な
い
状
態
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
、
そ
の
ま
ま
元
に
戻
し

た
ん
よ
」

「
じ
ゃ
D
R
 
I
A
Z
Z
は
」

「
閉
ま
っ
て
る
ん
ち
が
う
」

「
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
の
奥
さ
ん
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
了
ち

い
ち
ゃ
な
子
供
が
い
た
け
ど
」

大
西
の
親
父
さ
ん
は
そ
れ
っ
き
り
黙
り
こ
ん
で
い
た
。

実
は
彼
も
口
に
は
出
さ
な
い
が
ガ
ン
を
患
っ
て
い
た
。

そ
の
昔

曽
根
実
が

「
イ
レ
ブ
ン
P
M
」

で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
た
小

「
m
m

」
y
O
ま
n
」

と
い
う
店
を
経
営

し
た
り
、
「
サ
ン
ト
ノ
ー
レ
」

で
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
鍋
島

が
い
た
り
多
士
済
々
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
サ
ン

ト
ノ
ー
レ
」

は
北
野
坂
の
右
手
の
ビ
ル
に
あ
り
、
入
り
口
に

象
の
作
り
物
が
あ
っ
て
別
名
"
象
ビ
ル
“
と
呼
ば
れ
有
名
だ
っ

た
。
店
名
は
パ
リ
の
S
T
 
H
O
 
u
皿
O
r
 
e
か
ら
遠
藤

周
作
が
つ
け
た
と
い
う
が
、
「
サ
ン
ト
ノ
レ
」

で
は
横
書
き

に
し
た
と
き

「
サ
ン
ト
ル
」

に
見
え
る
の
で
間
に
横
棒
を

入
れ
る
よ
う
に
提
案
し
た
の
も
遠
藤
だ
と
い
う
。
オ
ー
ナ

ー
と
呼
ば
れ
る
中
谷
衣
里
さ
ん
は
生
バ
ン
ド
で
シ
ャ
ン
ソ
ン

を
歌
い
、
神
戸
の
夜
の
社
交
場
と
し
て
賑
わ
っ
た
。

考
え
る
と
北
野
坂
一
帯
は
多
面
劇
場
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
ひ
と
つ
の
劇
場
と
考
え
る
と
そ
の
中
で
い
く
つ
も

の
舞
台
が
あ
り
、
年
が
ら
年
中
何
か
が
演
じ
ら
れ
て
い
た

と
い
う
表
現
が
的
確
か
も
し
れ
な
い
。

芦
屋
の
不
動
産
屋
の
娘
と
別
れ
た
カ
ズ
は
、
当
然
の
ご

と
く
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
店
を
立
ち
退
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
の
後
は
神
戸
で
弾
か
せ
て
く
れ
る
所
で
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
ピ
ア
ノ
を
弾
く
生
活
を
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
後
田

宮
は
偶
然
あ
る
人
に
、
カ
ズ
は
に
し
む
ら
コ
ー
ヒ
ー
店
の
前

の
ビ
ル
の
三
階
で

「
D
R
 
J
A
Z
Z
」

と
い
う
店
を
し

て
い
る
よ
と
教
え
ら
れ
た
。

中
山
手
に
行
く
所
に

「
ダ
ニ
ー
ボ
ー
イ
」

と
い
う
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
あ
る
の
と
同
じ
店
が
人
気
を
集
め
て
い
た
。

そ
の
対
面
に
ド
イ
ツ
パ
ン
屋
の

「
プ
ロ
イ
ン
ド
リ
ー
ブ
」

と
、

「
に
し
む
ら
捌
排
店
」

が
あ
り
、
そ
の
近
く
に
小
さ
な
ビ

ル
が
あ
り
、
赤
い
字
で
「
D
R
 
I
A
Z
Z
」
と
書
か
れ

た
看
板
が
あ
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
三
階
に
あ
が
り
、
ド

ア
が
開
く
と
す
ぐ
に
店
の
中
に
な
る
と
い
う
造
り
だ
。
左

側
に
カ
ウ
ン
タ
ー

が
あ
り
右
に
小

型
の
ピ
ア
ノ
が
、

そ
し
て
椅
子
と
テ

ー
ブ
ル
が
あ
る
と

い
う
店
内
だ
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

カ
ズ
は
い
つ
も
の
通
り
の
調
子
で
田
宮
を
迎
え
た
。
な

ん
で
こ
こ
に
来
た
と
か
何
も
言
わ
な
い
し
、
田
宮
も
聞
こ

う
と
し
な
い
。
何
と
な
く
長
年
の
二
人
の
暗
黙
の
仲
の
仕

切
り
み
た
い
な
も
の
が
、
そ
こ
に
は
存
在
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
同
情
か
も
し
れ
な
い
。

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
に
は
可
愛
い
顔
を
し
た
二
十
代
の
女
性

が
い
た
。
水
割
り
を
注
文
し
て
い
る
と
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て

い
る
カ
ズ
が
、
「
宮
チ
ャ
ン
、
彼
女
、
僕
の
奥
さ
ん
」

と
ポ

ッ
リ
と
紹
介
し
た
。

「
田
宮
さ
ん
、
い
つ
も
世
話
に
な
っ
て
い
る
」

カ
ズ
が
そ
の

女
性
に
い
う
と
、
女
性
が
軽
く
会
釈
を
し
た
が
、
そ
の
動

作
は
な
ん
と
な
く
ぎ
こ
ち
な
く
幼
か
っ
た
。

そ
の
後
何
回
か

「
D
R
 
I
A
Z
Z
」

に
は
行
く
が
、

カ
ズ
の
声
は
い
つ
も
か
す
れ
て
い
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
の

女
性
は
赤
ん
坊
を
抱
い
て
い
た
。

女
性
は
二
十
四
歳
だ
っ
た
。
カ
ズ
は
五
十
七
歳
。
「
子

供
が
可
愛
く
て
ね
え
」

カ
ズ
は
田
宮
が
店
に
行
く
た
び
に

つ
ぶ
や
い
た
。
確
か
に
カ
ズ
に
は
過
去
、
子
供
が
い
る
と
は

聞
い
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ
う
な
家
庭
的
な
も
の
も
な
か
っ

た
が
、
今
改
め
て
子
供
を
も
ち
、
親
と
し
て
人
間
と
し
て

実
感
し
た
の
も
歳
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。
見
て
い
る
と
自

分
の
小
さ
い
な
が
ら
も
城
を
持
ち
、
若
い
可
愛
い
奥
さ
ん

と
子
供
を
こ
れ
か
ら
大
切
に
し
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
い

う
気
持
ち
が
に
じ
み
出
て
い
る
よ
う
に
田
宮
に
は
感
じ
ら

れ
た
。

ピ
ア
ノ
を
弾
く
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
は
変
わ
ら
な
い
が
カ
ズ
の

か
す
れ
た
声
は
変
わ
ら
ず
、
か
つ
て
の
よ
う
に
リ
ク
エ
ス
ト

す
る
と
す
ぐ
に
弾
い
た
曲
も
な
か
な
か
弾
き
た
が
ら
な
い

の
も
何
と
な
く
気
に
な
っ
た
。
店
に
は
、
以
前
の
よ
う
な

外
国
人
の
客
は
い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
神
戸
の
景
気
も

悪
く
な
り
、
外
国
の
総
領
事
館
も
大
阪
に
移
転
し
た
り

し
て
、
外
国
人
の
数
も
激
減
し
は
じ
め
て
い
た
。

そ
の
証
拠
に
は
、
ト
ア
ロ
ー
ド
を
上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
神
戸
外
国
倶
楽
部

(
通
称
外
人
ク
ラ
ブ
)

も
、
縫

済
的
に
在
日
の
外
国
人
だ
け
で
は
さ
び
し
く
、
海
外
で
商

売
を
し
て
い
る
日
本
人
を
メ
ン
バ
ー
に
迎
え
る
よ
う
、
方
針

を
変
更
し
て
い
た
。

鼻
音
帽
葦
夫
-
千
草
や
華
幸
つ
.
高
∵
日
中
自
-
詑
‖

ナ
リ
ス
ト
。
一
九
三
六
年
生
ま
れ
。
毎
日
放
送
入
社
、

大
阪
府
警
・
大
阪
市
・
万
国
博
な
ど
の
話
者
ク
ラ

ブ
担
当
。
M
B
S
ナ
ウ
担
当
後
、
報
道
局
薬
事
業

局
次
長
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
、
放
送
記
者
と
し
て

宝
塚
、
歌
舞
伎
を
取
材
。
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
I
と
し
て
も
活
躍
。
元
事
業
局
長
。
バ
ー
ボ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
。
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獲
連
載
エ
ッ
セ
ー
/
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
⑪

宝
喜
唾

砦
ア
カ
ル
皐

絵
・
菅
原
洗
人

題
字
」
ハ
車
明
峰

店
の
壁
面
に
は
、
菅
原
況
人
画
伯
の
小
品
が
2
0
点

ば
か
り
飾
っ
て
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
に
、
子
ど

も
が
描
い
た
絵
を
一
点
紛
れ
込
ま
せ
て
い
る
。
娘
が
七

歳
の
時
に
描
い
た
消
防
自
動
車
の
水
彩
画
だ
。

斜
め
前
方
か
ら
見
た
消
防
自
動
車
は
、
運
転
台
の
あ

た
り
が
こ
と
の
ほ
か
大
き
く
描
い
て
あ
っ
て
、
ま
る
で

頭
で
っ
か
ち
の
怪
物
だ
。
よ
ほ
ど
印
象
的
だ
っ
た
の
か
、

歯
車
の
よ
う
な
タ
イ
ヤ
が
地
面
を
噛
ん
で
い
る
。
大
き

な
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
い
て
あ
る
の
だ
が
、
後
ろ
の

ほ
う
は
は
み
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
こ
の

バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
絵
が
大
好
き
で
、
額
に
入
れ
て
飾
っ

て
い
る
。
洗
人
さ
ん
も
こ
の
絵
を
見
て

「
い
い
絵
で
す

ね
。
子
ど
も
さ
ん
に
は
勝
て
ま
せ
ん
」

と
お
っ
し
ゃ
る
。

こ
の
絵
を
不
思
議
そ
う
に
眺
め
る
お
客
さ
ん
が
あ
る
。

や
が
て

「
こ
れ
は
ど
な
た
が
̃
」

と
聞
か
れ
る
。
わ
た

し
は
涼
し
い
顔
で
、
「
さ
る
画
伯
が
…
」

と
答
え
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

よ
く
店
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
た
そ
の
娘
も
、
昨
年

結
婚
し
て
、
こ
の
夏
に
は
私
も
爺
イ
ジ
で
あ
る
。

さ
て
今
回
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
。

な
ん
と
も
い
い
笑
顔
の
人
で
あ
る
。
昔
の
東
京
都
知

事
、
美
濃
部
発
音
さ
ん
に
よ
く
似
た
顔
立
ち
。
あ
の

「
美

濃
部
ス
マ
イ
ル
」

よ
り
も
ま
だ
い
い
笑
顔
。

田
村
良
雄
さ
ん
8
1
歳
。
若
々
し
く
て
と
て
も
そ
ん
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な
お
年
に
は
見
え
な
い
。
マ
ン
シ
ョ
ン
で
奥
様
と
の
二

人
暮
ら
し
。

こ
の
年
配
の
人
の
思
い
出
話
と
い
う
と
、
や
は
り
戦

争
体
験
に
な
る
。
昭
和
1
8
年
1
2
月
、
今
の
北
朝
鮮
、

平
壌
に
入
隊
し
た
の
だ
と
。

「
関
釜
連
絡
船
で
渡
っ
た
ん
で
す
が
、
わ
た
し
の
す

ぐ
後
の
船
が
ア
メ
リ
カ
の
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
た
菖
藁
田

丸
で
し
て
ね
、
わ
た
し
は
運
よ
く
助
か
っ
た
ん
で
す
。

し
か
し
冬
の
平
壌
は
寒
か
っ
た
で
す
よ
。
洗
面
台
が
吹

き
っ
さ
ら
し
の
外
に
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
低
い
ん

で
す
。
余
程
か
が
ま
な
い
と
顔
が
洗
え
な
い
ん
で
す
。

何
で
か
な
と
思
っ
て
た
ら
、
足
元
に
氷
が
厚
く
張
っ
て

た
ん
で
す
よ
。
春
に
な
っ
た
ら
普
通
の
高
さ
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
北
朝
鮮
が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す

が
、
懐
か
し
い
と
同
時
に
何
と
も
複
雑
な
思
い
が
し
ま

す
」

若
い
こ
ろ
は
東
京
暮
ら
し
と
か
で
、
言
葉
は
標
準
語

に
近
い
。

さ
ら
に
軍
隊
で
の
話
。

「
い
じ
め
が
ね
、
そ
り
ゃ
ひ
ど
か
っ
た
で
す
よ
。
ま

あ
、
た
い
が
い
ど
ん
な
だ
っ
た
か
聞
い
て
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
が
。
同
年
兵
で
、
耐
え
切
れ
な
く
て
脱
走
し
た

の
が
い
ま
し
て
ね
。
あ
の
寒
い
朝
鮮
の
山
の
中
に
逃
げ

た
ん
で
す
よ
。
だ
け
ど
憲
兵
隊
は
え
ら
い
も
ん
で
す
ね

え
、
ど
っ
ち
の
方
角
に
逃
げ
る
か
よ
く
知
っ
て
る
も
の

ら
し
い
で
す
。
だ
か
ら
追
っ
て
捕
ま
え
る
の
は
た
や
す

い
け
ど
、
そ
う
な
る
と
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
て
、
罪

が
う
ん
と
重
く
な
る
か
ら
、
部
隊
で
見
つ
け
て
こ
い
と

言
わ
れ
ま
し
て
ね
、
わ
た
し
た
ち
が
探
し
に
行
き
ま
し

た
。
幸
い
連
れ
戻
し
て
、
部
隊
内
の
軽
い
処
罰
で
す
み

ま
し
た
け
ど
ね
」

ま
だ
ま
だ
貴
重
な
戦
争
体
験
談
は
続
い
た
が
、
そ
れ

は
ま
た
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
田
村
さ
ん
の
若
さ
の

秘
訣
。

「
わ
た
し
糖
尿
病
の
気
が
あ
り
ま
し
て
ね
、
医
師
に

勧
め
ら
れ
て
、
0
0
歳
過
ぎ
て
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始

め
た
ん
で
す
。
始
め
は
1
0
0
メ
ー
ト
ル
も
走
る
と

プ
ー
プ
ー
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
距
離
を

伸
ば
し
て
、
そ
の
う
ち
1
0
キ
ロ
以
上
走
っ
て
も
大
丈

夫
に
な
り
、
や
が
て
い
ろ
ん
な
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
0
0
歳
に
な
っ
た
ら
や
め
よ
う

と
思
っ
て
た
ん
で
す
が
、
い
ま
だ
に
」

0
0
歳
過
ぎ
、
と
言
え
ば
丁
度
わ
た
し
の
今
の
年
頃

だ
が
と
て
も
真
似
は
出
来
な
い
。
昔
の
人
は
つ
く
づ
く

強
い
と
思
う
。

こ
の
日
は
謡
の
稽
古
の
帰
り
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
。
道

理
で
声
も
若
々
し
い
わ
け
だ
。
そ
し
て
帰
り
が
け
に
話

さ
れ
た
次
の
話
に
こ
そ
わ
た
し
は
感
動
し
て
し
ま
う
。

「
家
内
の
体
調
が
良
く
な
く
て
ね
、
医
師
か
ら
、
だ

い
ぶ
子
ど
も
さ
ん
に
返
っ
て
来
て
お
ら
れ
ま
す
ね
、
と

言
わ
れ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
家
の
中
に
屠
る
ば
か

り
で
は
な
ん
で
す
か
ら
、
毎
日
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に

連
れ
て
出
る
よ
う
に
し
て
る
ん
で
す
。
腕
を
抱
え
て
歩

く
ん
で
す
が
、
1
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
は
休
み
、

ま
た
1
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
歩
い
て
は
休
み
し
な
が
ら
、

わ
た
し
も
子
ど
も
に
返
っ
て
ね
。
嫌
が
る
日
も
あ
り
ま

す
け
ど
、
寝
た
ぎ
り
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
、
と
言
っ
て
連

れ
出
す
ん
で
す
。
そ
う
言
え
ば
今
日
は
家
内
の
7
7
歳

の
誕
生
日
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
帰
っ
て
風
呂
に
入
れ
て

や
り
ま
す
」

漢
出
石
ア
カ
ル

(
い
ず
し
"
あ
か
る
)
一
九
四
三
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
「
風
媒
花
」
「
火

曜
日
」
同
人
。
兵
庫
県
現
代
詩
協
会
会
員
。
詩
集
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
の
耳
」
(
編
集
工

房
ノ
ア
刊
)

に
て
、
二
〇
〇
二
年
度
第
三
十
一
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
文
学
部
門
受
賞
。

89

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



臆
連
載
小
説
⑬

磁
ク
畔
の
帝
ピ
ケ
ふ
「

ロ
ッ
ト
も
満
足
に
巻
け
な
い
。
巻
い
た
先
か
ら
ぽ
ろ

ぽ
ろ
と
落
ち
て
く
る
。
そ
ん
な
程
度
だ
か
ら
カ
ッ
ト
の

方
も
推
し
て
知
る
べ
し
。
シ
ャ
ン
プ
ー
だ
け
は
安
藤
先

生
の
と
こ
ろ
で
得
た
技
術
を
駆
使
し
て
い
る
…
正
直
に

言
え
ば
無
茶
苦
茶
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
若
者
二
人
の
美

容
室
は
い
つ
で
も
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
も
は
や

増
岡
も
僕
も
朝
店
を
あ
げ
て
夕
方
閉
め
る
ま
で
、
無
駄

口
を
た
た
い
て
い
る
暇
は
な
く
な
っ
た
。
言
葉
は
悪
い

が
よ
く
儲
か
っ
た
。
店
を
出
す
と
き
に
増
岡
の
姉
さ
ん

か
ら
借
り
た
百
万
円
も
、
あ
っ
と
い
う
間
に
返
す
こ
と

が
出
来
た
。

な
ぜ
そ
ん
な
に
人
気
が
出
た
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

ま
だ
美
容
室
が
少
な
か
っ
た
の
は
事
実
だ
。
で
も
そ
れ

だ
け
が
理
由
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
客
は
み
な
僕
た
ち

に
玩
ば
れ
た
髪
を
大
事
に
持
っ
て
帰
っ
た
。
そ
れ
が
ホ

ン
モ
ノ
だ
と
思
っ
て
…
い
や
、
ホ
ン
モ
ノ
だ
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
誰
も
求

め
て
な
ん
か
い
な
い
み
た
い
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
僕
た

ち
が
安
藤
先
生
の
と
こ
ろ
で
学
び
、
そ
こ
に
真
実
が
な

い
と
思
い
、
飛
び
出
し
て
つ
か
も
う
と
し
て
い
る
こ
と

中
野

順
哉

絵
・
題
字

平
田

郁

…
そ
の
努
力
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

ふ
と
増
岡
を
見
る
。
客
と
楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
な

が
ら
、
い
か
に
も
安
藤
先
生
を
コ
ピ
ー
し
た
と
い
う
ハ

サ
ミ
裁
き
を
見
せ
て
い
る
。

「
こ
れ
が
…
こ
れ
が
成
功
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
」
僕
は

危
う
く
声
に
出
そ
う
な
独
り
言
を
胸
の
う
ち
に
お
さ
め
、

い
つ
も
の
シ
ャ
ン
プ
ー
を
は
じ
め
た
。
そ
の
時
客
が
タ

オ
ル
に
ふ
さ
が
れ
た
顔
の
ま
ま
、
に
っ
こ
り
と
笑
っ
た
。

「
大
き
な
声
で
言
え
な
い
け
れ
ど
。
孝
さ
ん
、
随
分
人

気
あ
る
み
た
い
ね
」

「
え
̃
」

「
み
ん
な
そ
う
言
っ
て
る
わ
、
私
の
周
り
で
は
。
増
岡

さ
ん
よ
り
人
気
が
あ
る
の
よ
」

「
そ
う
な
ん
で
す
か
…
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

力
の
入
ら
な
い
声
で
そ
う
答
え
る
と
、
苦
い
思
い
が

胸
に
こ
み
上
げ
て
き
た
。
こ
ん
な
話
は
店
に
お
客
が
来

る
よ
う
に
な
っ
て
何
度
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
で

も
良
い
こ
と
だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
平
気
で
言
う
連
中
は
、

増
岡
に
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
そ
の
反
応
を
楽

し
ん
で
い
る
だ
け
な
の
だ
か
ら
。
一
体
全
体
、
僕
た
ち
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は
何
を
求
め
て
こ
こ
で
不
安
定
な
ハ
サ
ミ
を
振
り
回
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
苦
い
思
い
が
、
増
岡
に
は
違
っ
た
形
で

蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
あ
る
日
、
増
岡
は
店
を
閉
め
た
あ

と
、
ふ
う
と
た
め
息
を
も
ら
し
、
倒
れ
る
よ
う
に
店
の

ソ
フ
ァ
に
腰
掛
け
て
、
そ
の
ま
ま
の
姿
勢
で
タ
バ
コ
を

吸
い
始
め
た
。
店
の
あ
と
片
付
け
を
始
め
た
僕
に
背
を

向
け
た
ま
ま
、
彼
は
ぼ
ん
や
り
窓
の
外
を
な
が
め
て
言

っ
た
。

「
な
あ
永
海
、
客
に
は
も
っ
と
に
こ
や
か
に
し
て
な
い

と
だ
め
だ
よ
…
忙
し
い
の
は
分
か
る
が
、
そ
れ
は
お
互

い
様
。
仏
頂
面
は
よ
く
な
い
ぜ
」

「
仏
頂
面
な
ん
か
‥
・
し
て
る
̃
」

「
さ
っ
き
の
客
が
そ
う
こ
ぼ
し
て
た
。
気
を
つ
け
な
い

と
」「

な
ん
だ
…
そ
ん
な
こ
と
か
…
」
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「
な
ん
だ
と
は
な
ん
だ
。
お
前
、
少
し
店
が
繁
盛
し
て

る
か
ら
っ
て
い
い
気
に
な
る
な
よ
。
俺
た
ち
は
ま
だ
ま

だ
何
に
も
知
ら
な
い
の
と
同
じ
な
ん
だ
。
詐
欺
と
か
わ

ら
ん
て
こ
と
、
忘
れ
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
。
そ
れ
と

も
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
は
よ
く
儲
か
っ
た
か
ら
、
何
に
も

文
句
は
な
い
っ
て
い
う
腹
か
了
」

「
増
岡
、
そ
れ
、
ど
う
い
う
意
味
だ
よ
」

「
意
味
な
ん
て
…
す
ま
ん
、
な
ん
で
も
な
い
。
忘
れ
て

く
れ
」そ

の
日
は
増
岡
と
そ
れ
以
上
何
も
話
さ
な
か
っ
た
。

僕
も
居
心
地
の
悪
さ
を
あ
り
あ
り
と
表
情
に
出
し
た
。

そ
し
て
そ
い
つ
を
ぶ
つ
け
る
よ
う
に
さ
っ
さ
と
店
を
片

付
け
る
と
外
に
飛
び
出
し
、
夜
の
繁
華
な
三
宮
の
ネ
オ

ン
の
中
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
は
じ
め
た
。
増
岡
の
言
葉
は

忘
れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
た
だ
言
葉
に
な
ら
な
い

憤
り
の
よ
う
な
も
の
が
こ
み
上
げ
て
い
た
。

「
ど
う
し
て
だ
よ
…
」

そ
れ
以
上
言
葉
が
見
付
か
ら
な
い
、
考
え
て
み
て
も

何
だ
か
頭
の
中
が
ま
と
ま
ら
ず
、
気
が
つ
く
と
映
画
館

の
椅
子
に
腰
掛
け
て
い
た
。
何
の
映
画
だ
っ
た
ろ
う
か
。

よ
く
覚
え
て
い
な
い
。
た
だ
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に

写
っ
た
金
髪
を
ハ
サ
ミ
で
切
る
シ
ー
ン
だ
け
が
印
象
に

残
っ
た
。
そ
の
時
だ
っ
た
。
が
さ
が
さ
と
音
を
立
て
て

乱
暴
に
隣
に
座
る
男
が
い
た
。
男
は
も
う
春
だ
と
い
う

の
に
セ
ー
タ
ー
を
着
て
マ
フ
ラ
ー
を
し
て
い
る
。
一
人

で
い
る
の
に
か
ば
ん
や
上
着
な
ど
、
手
荷
物
を
い
っ
ぱ

い
持
っ
て
い
る
。
手
当
た
り
次
第
に
近
く
の
椅
子
に
荷

物
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
か
さ
の
割
り
に
荷
物
が

軽
い
の
で
椅
子
が
跳
ね
上
が
る
。
そ
れ
で
も
何
度
も
置

こ
う
と
し
て
じ
た
ば
た
し
て
い
る
。
仕
舞
に
は
大
き
な

舌
打
ち
を
す
る
始
末
。

「
お
い
、
静
か
に
し
ろ
よ
」

僕
は
そ
う
言
っ
て
男
を
に
ら
み
つ
け
た
。
な
ん
て
こ

と
だ
、
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し
て
い
る
か
ら
っ
て
、
こ
ん
な

得
体
の
知
れ
な
い
男
を
睨
み
付
け
る
な
ん
て
…
と
す
ぐ

に
後
悔
し
た
が
、
意
外
に
も
男
は
に
こ
り
と
笑
っ
て

「
ご
め
ん
な
。
ち
ょ
っ
と
荷
物
が
多
く
て
…
」

と
愛
婿

の
あ
る
返
事
を
す
る
。
思
わ
ず
僕
も
噴
出
し
て
、

「
仕
方
が
な
い
な
、
僕
が
こ
の
椅
子
を
押
さ
え
て
お
く

か
ら
、
そ
の
荷
物
を
の
せ
て
」

「
あ
り
が
と
う
」

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
映
画
館
を
出
た
後
、
そ

の
男
と
近
所
の
ス
タ
ン
ド
バ
ー
に
行
っ
た
。
男
は
全
く

気
さ
く
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏
家
だ
そ

う
だ
が
、
芸
術
家
ぶ
っ
た
き
ざ
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
話

せ
ば
話
す
ほ
ど
親
し
み
が
生
ま
れ
、
今
出
会
っ
た
ば
か

り
と
い
う
気
が
し
な
い
。
歳
は
三
十
ぐ
ら
い
。
比
較
的

長
身
で
痩
せ
て
い
る
。
縮
れ
た
髪
に
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の

よ
う
な
顔
。
に
こ
に
こ
と
笑
っ
て
い
る
。
お
酒
の
力
も

あ
っ
て
か
、
僕
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
今
日
の
出

来
事
を
話
し
て
い
た
。
男
は
じ
っ
く
り
話
を
き
き
、
グ

ラ
ス
を
ぐ
い
っ
と
空
に
す
る
と

「
要
す
る
に
し
ん
ど
い
ん
や
ね
…
な
ん
か
よ
う
分
か
ら

ん
う
ち
に
お
金
が
入
っ
て
き
て
、
忙
し
な
っ
て
…
確
か

に
、
ホ
ン
マ
モ
ン
を
求
め
て
い
か
ん
と
人
間
は
堕
落
す

る
。
で
も
現
実
は
違
う
ん
や
。
僕
ら
も
演
奏
を
し
て
る

け
ど
、
ホ
ン
マ
の
こ
と
を
追
及
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
お
客
は
つ
い
て
こ
な
い
か
ら
ね
」

「
な
ん
で
̃
」

「
だ
っ
て
そ
う
や
ろ
。
も
し
こ
の
国
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
文
化
が
ち
ゃ
ん
と
根
付
い
て
い
た
ら
、
演
奏
家
も

全
う
な
方
向
で
精
進
す
る
し
、
創
造
性
も
出
て
く
る
。
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大
体
え
え
か
げ
ん
な
こ
と
を
言
う
て
、
え
え
か
げ
ん
な

演
奏
を
し
て
、
そ
れ
で
芸
術
家
ぶ
っ
て
…
音
楽
家
を
育

て
る
と
い
う
よ
り
は
、
ち
ょ
っ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
か
じ

っ
て
来
た
こ
と
を
盾
に

「
家
元
」

に
な
っ
て
し
も
て
る
。

そ
れ
が
こ
の
国
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
や
。
確
か
に
ゼ
ロ

地
点
か
ら
あ
る
程
度
の
形
に
す
る
ま
で
は
、
そ
の
方
法

も
正
解
か
も
し
れ
ん
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
そ
う
は
い
か

ん
。
そ
ん
な
演
奏
会
、
誰
も
聞
き
に
来
な
く
な
る
。
お

客
の
ほ
う
も
耳
が
肥
え
る
し
…
。
で
も
演
奏
家
が
ち
ゃ

ん
と
し
た
こ
と
を
探
求
し
て
い
か
ん
と
、
お
客
の
成
長

も
歪
ん
で
し
ま
う
。
自
分
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
よ
り
、

由
緒
あ
る
演
奏
を
良
い
と
信
じ
る
…
」

「
じ
ゃ
あ
、
君
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る

の
か
い
̃
」

「
な
か
な
か
…
は
は
は
は
、
そ
う
は
簡
単
に
い
か
ん
よ
。

僕
だ
っ
て
勉
強
中
や
。
で
も
君
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
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二二専一も㌔臆し.

94

同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
ん
か
な
、
と
い
う
気
が
し
た

だ
け
や
。
僕
は
こ
れ
か
ら
も
勉
強
と
試
行
錯
誤
と
を
続

け
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
こ
の
国
に
馴
染
ん
で
く
れ
る
の
か

ど
う
か
は
分
か
ら
ん
け
ど
、
そ
こ
か
ら
離
れ
た
ら
堕
落

す
る
。
や
っ
て
い
く
意
味
が
な
く
な
る
ん
や
と
思
う
」

「
だ
っ
た
ら
僕
の
場
合
、
ど
う
し
た
ら
艮
い
っ
て
言
う

ん
だ
よ
」

男
は
じ
っ
と
カ
ウ
ン
タ
ー
の
奥
を
睨
ん
だ
ま
ま
し
ば

ら
く
黙
っ
た
。
そ
し
て
そ
っ
と
目
を
つ
む
る
と
笑
み
を

十
王

浮
か
べ
た
。

「
月
並
み
な
こ
と
し
か
言
え
ん
け
れ
ど
…
や
っ
ぱ
り
本

場
に
行
っ
て
み
る
こ
と
と
違
う
か
̃
日
本
人
の
先
生
に

つ
い
て
も
、
満
足
い
か
へ
ん
か
っ
た
ん
や
ろ
」

「
本
場
か
…
」

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
世
界
は
、
そ
こ
に
い
る
だ
け
で
な

ん
か
見
え
て
く
る
の
と
違
う
か
ー
な
ん
で
そ
ん
な
髪
型

が
生
ま
れ
た
の
か
…
技
術
か
ら
だ
け
見
て
て
も
、
欧
米

の
人
間
の
生
活
が
見
え
て
こ
な
い
と
な
か
な
か
つ
か
め
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ん
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
と
違
う
か
な
̃
逆
に
そ
こ
で
何

か
つ
か
め
た
ら
、
今
抱
え
て
る
不
安
も
消
え
る
と
思
う

で
」

「
君
は
そ
っ
ち
の
分
野
の
本
場
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
の
̃
」

「
な
い
よ
…
僕
は
…
行
か
れ
へ
ん
ね
ん
」

「
ど
う
し
て
1
」

「
金
が
な
い
」

思
わ
ず
僕
は
噴
き
出
し
た
。

「
あ
ほ
、
そ
こ
で
笑
う
て
ど
う
す
る
ね
ん
」

そ
う
言
い
な
が
ら
男
も
笑
っ
て
い
た
。

「
ご
め
ん
、
ご
め
ん
」

「
ま
あ
、
冗
談
は
そ
れ
く
ら
い
に
し
て
、
い
っ
ぺ
ん
僕

ら
の
演
奏
を
聞
き
に
来
な
い
か
̃
近
々
す
る
ね
ん
。

西
宮
に
あ
る
教
会
の
聖
堂
で
の
演
奏
や
。
教
会
の
音
楽

を
教
会
で
す
る
…
あ
た
り
前
の
話
や
け
れ
ど
、
こ
れ
が

な
か
な
か
当
た
り
前
や
な
い
。
演
奏
会
は
ホ
ー
ル
で
聞

く
も
の
や
と
勝
手
に
思
う
て
は
る
人
が
多
い
か
ら
な
」

「
い
つ
?
」

「
ち
ょ
っ
と
得
て
よ
…
」

男
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
っ
と
か
ば
ん
の
中
か
ら
紙
切
れ

を
取
り
出
し
た
。
演
奏
会
の
チ
ラ
シ
だ
っ
た
。
男
は
そ

れ
を
両
手
で
ま
っ
す
ぐ
に
伸
ば
す
と
僕
に
手
渡
し
た
。

僕
は
そ
れ
を
丁
寧
に
折
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
こ
み
、

し
ば
ら
く
話
を
し
て
男
と
別
れ
た
。

演
奏
会
は
そ
れ
か
ら
二
週
間
ほ
ど
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

会
場
は
西
宮
市
に
あ
る
夙
川
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
聖
堂

で
あ
っ
た
。
実
は
そ
れ
ま
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
演
奏

会
な
ど
言
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、
興
味
も
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
あ
げ
て
並
ん
で
い
る
文
字

を
見
て
も
、
一
体
ど
ん
な
音
楽
を
聴
か
さ
れ
る
の
か
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
。
ス
テ
ー
ジ
と
言
う
と
客
席
が
暗

く
な
り
、
華
や
か
な
ス
ポ
ッ
ト
が
飛
び
交
う
…
映
画
で

見
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
な
も
の
し
か
知
ら
な
い
僕

に
と
っ
て
、
そ
の
日
の
舞
台
は
あ
ま
り
に
も
質
素
で
単

純
な
も
の
だ
っ
た
。
演
奏
者
が
祭
壇
の
前
に
並
び
、
歌

い
手
や
指
揮
者
が
静
か
に
入
っ
て
く
る
。
淡
々
と
演
奏

が
始
め
ら
れ
、
ド
イ
ツ
語
の
歌
声
が
響
く
。
い
か
に
も

手
製
と
言
う
つ
た
な
い
字
幕
が
丸
天
井
に
照
り
だ
さ
れ
、

そ
こ
に
昼
の
光
が
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
通
り
抜
け
て
、

建
物
全
体
を
優
し
く
照
ら
し
て
い
る
。
演
奏
が
終
わ
る

度
に
静
か
な
拍
手
が
小
川
の
よ
う
に
流
れ
る
。

突
然
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
高
ら
か
に
鳴
り
響
い
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は

コ
.
S
.
バ
ッ
ハ
/
カ
ン
タ
ー
タ
第
五
十

一
番
」
と
あ
っ
た
。
女
性
の
歌
手
が
真
ん
中
に
立
っ
て

い
る
。
そ
し
て
聞
き
な
れ
な
い
ド
イ
ツ
語
で
歌
っ
て
い

る
。
字
幕
を
見
た
。

「
歓
喜
せ
よ
!
」

歌
手
は
そ
う
歌
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
季

節
感
も
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
き
ら
び
や
か
で
、
そ
し

て
荘
厳
な
何
か
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

「
歓
喜
せ
よ
…
か
」

僕
は
何
度
も
こ
の
言
葉
を
繰
り
返
し
た
。
演
奏
会
が

終
わ
っ
て
も
そ
こ
に
じ
っ
と
座
っ
た
ま
ま
、
幾
度
も
幾

度
も
反
動
し
た
。

「
そ
う
…
や
は
り
店
を
閉
め
よ
う
」

仕
舞
い
に
は
そ
ん
な
こ
と
を
呟
い
て
い
た
。

音
中
野
順
哉
(
な
か
の
じ
ゅ
ん
や
)

一
九
七
〇
年
生
ま
れ
。
関
西
学
院
大
学
文
学
部
フ
ラ

ン
ス
文
学
科
卒
業
。
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
代
表
代
行
。

上
方
講
談
の
作
家
で
も
あ
り
、
す
で
に
二
〇
を
超
え

る
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
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国圏

震
災
復
興
感
謝
の
集
い
盛
況

3
月
2
9
日
、
兵
庫
県
立
美
術
館
の
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
(
財
)
兵
庫
県

国
際
交
流
協
会
が
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
進
行
を
お
手
伝
い
。
淡
路

人
形
座
の
「
え
び
す
舞
」
や
、
移
借
間
コ
ー
フ
ス
の
合
唱
、
但
馬
の

ソ
バ
を
紹
介
す
る
な
ど
大
盛
況
。

国際寺子屈原’05
77槍朋1脚I∂研きnd鋤

一一圭一で弧胎岨吏全書

震
災
1
 
0
年
国
際

寺
子
屋
展
偏
開
催

3
月
1
 
7
日
・
1
 
8
日
、
神
戸
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ェ
ラ
ル
セ
ン
タ
ー
主
催
「
国

際
寺
子
屋
展
」
が
、
阪
神
淡
路
大
震
災
1
0
周
年
"
鎮
魂
か
ら
再

生
へ
を
テ
ー
マ
に
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
。
民
族
衣
装
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
伝
統
工
芸
と
平
和
に
関
す
る
談
義
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

n
l
雪

子

子
.
、
」

十
千
-

御影花びらまつり雅に…子供茶会大好評!
3月27日は好天に恵まれて第4回「御影花びらまつり」が、弓弦羽神社で開かれ、花びら

アートや句会、短歌の会、花香に子供茶会が大人気だった。淡路おかげ庵も初出店。

夜は社務所2階でバリ・ガムランの踊りが雅びに。
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・友好提携、ライモンマルトルと北野 ンの館で
4月13日、モンマルトル観光協会会長のアンドレ・ルサールさんと観光案内所所長のロー

ル・モランディさんが来日。北野・山本地区をまもり、そだてる会の浅木隆子会長とライン

の館で調印式が。

一
宮
桜
花
合
唱
団

春
祭
り
に
初
奉
納

コ
ー
プ
ス
の
名
指
揮
者
"
張
文
乃
先
生

が
一
宮
神
社
の
「
一
宮
桜
花
合
唱
団
」
を

コ
ー
チ
。
4
月
5
日
の
春
季
大
祭
に

2
0
名
の
女
性
た
ち
が
「
一
宮
桜
舞
歌
」
と

「
さ
く
ら
」
を
奉
納
し
た
。

KFSで田申謙司氏講演 菅原流人の世界
神戸ファッションソサエティ(KFS)の例会

が3月25日にしむら捌排北野販店で開かれ、

神戸マイスターの田中謙司さんが講演。

洋画家・菅原流人さんが4月12日-17日、ダイヤモ

ンドギャラリーで「ヨーロッパの教会と聖書シリーズ」

展を開催。

‾・∴;∴

誰
諜
顎
」

満
開
の
桜
咲
く
生
田
神
社
本
殿
に
お

い
て
、
4
月
了
日
の
夜
「
長
唄
桜
絵
巻
」

を
若
柳
吉
金
吾
師
が
華
擬
に
、
気
合
の

こ
も
っ
た
若
衆
舞
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

南阪神の美3人展
洋画の伊藤弘之と、陶芸の中村泰子、

書の石川静思の3アーティストが、3月10

日-22日アートホール神戸で印象的なコ

ラボレーションを。

花くらべ山本敏雄月
4月7日-10日、元町のギャラリエサ

サカ工で、山本敏雄さんが「わが心

雪月花」と超して小さな花絵展を。
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N ’KOBECCOからのお誘い

神戸から、独特の文化と歴史に育まれた太平洋の離島を巡る

初夏の八丈島と
神津島クル臆ズ
6月21日(火)一6月24日(金)神戸4日間

園スケジュール

日程 時間 スケジュール 食事 

6/21(火) 神戸 11:00発 
出港。 

昼・枚 
船長主催のカクテルパーティー 

6/22(水) 八丈島盤莞 
自由行動または 

訓・槌・夜 
オプショナルツアー 

6/23(木) 神津島鵠藁 自由行動 胡・昼・校 

6/24(金) 神戸 14:00着 入港。下舶後、解紋 胡・昼 

●最少催行人員:2名

● 「八丈島」 「神津島」では通船により上睦予定ですが、天候によっては上陸できない掲合もあります

のでご了承ください。

●通船による乗下船には30分へ60分を要します。

●オプショナルツアーi明り塗ご寮内します。

園旅行代金(大人お-人様)

グループ代金(ステートルームB堆使用)

グループ3 96.〇〇〇円

上記正規代金から神戸っ子読者には 

特別優待(大人お〇人一律1万5千円引) 

が適用されます。 

工ムオーツーリスト 
〒53〇〇〇〇〇5 

大阪市北区中之島と-3-33大阪三井物産ピル 

大阪クルーズデスク クルーズマスター 神野伯- 

TEL:06-4707-3303 FAX:06-4707-3313 

軌ぐerね正調e皿t

歌手

坂本スミコ
ラテンのリズムで

にっぽん九を

壁用弓†ます,

大坂トンネルからの眺望/八丈島
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